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(57)【要約】
【課題】冷蔵室と冷蔵温室との間が仕切壁に仕切られて
おり、モード選択レバーの切換え操作だけで、冷温蔵室
を冷蔵モードと温蔵モードとに切換えることができるシ
ョーケースにおいて、温蔵モードにおいて冷温蔵室内を
冷却できるようにする。
【解決手段】冷蔵室３と冷温蔵室４とを仕切る仕切壁２
に、冷温蔵室４に向けて暖気を送るための加熱構造２６
と、冷蔵室３内の冷気を冷温蔵室４に向けて強制的に送
給するための強制送給構造２７とを設ける。温蔵モード
が選択されると、加熱構造２６により冷温蔵室４に暖気
が送給され、或いは強制送給構造２７により冷温蔵室４
に冷気が送給されるようにする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷蔵室（３）と、冷温蔵室（４）と、両室（３・４）を仕切る仕切壁（２）とを備え、
該仕切壁（２）に設けられたモード選択レバー（３６）を切換え操作することで、該冷温
蔵室（４）を冷蔵モードと温蔵モードとの間で切換えることができるショーケースにおい
て、
　前記仕切壁（２）に、前記冷蔵室（３）内の冷気を前記冷温蔵室（４）内に流入させる
冷気用の開口（２２）と、該冷気用の開口（２２）を開閉するダンパ（２４）と、前記モ
ード選択レバー（３６）の操作を受けて該ダンパ（２４）を開閉操作する開閉機構（２５
）と、前記冷温蔵室（４）に向けて暖気を送るための加熱構造（２６）と、前記冷蔵室（
３）内の冷気を前記冷温蔵室（４）内に強制的に送給するための強制送給構造（２７）と
が設けられており、
　前記冷蔵モードが選択されると、前記ダンパ（２４）が開操作されて、前記冷気用の開
口（２２）を介して前記冷蔵室（３）内の冷気が前記冷温蔵室（４）内に流入され、
　前記温蔵モードが選択されると、閉操作された前記ダンパ（２４）により前記冷気用の
開口（２２）が閉じられた状態で、前記冷温蔵室（４）内が所定温度となるように、前記
加熱構造（２６）による該冷温蔵室（４）に向けた暖気の送給制御と、前記強制送給構造
（２７）による該冷温蔵室（４）に向けた冷気の送給制御とが行われるように構成されて
いることを特徴とするショーケース。
【請求項２】
　前記冷温蔵室（４）の設定温度（Ｔｃ）よりも低温に設定された第１の低温閾値（Ｔｃ
－Ｐ１）と、該第１の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）よりもさらに低温に設定された第２の低温
閾値（Ｔｃ－Ｐ２）の二種の低温閾値が規定されており、
　庫内温度センサ（４５）により検出された前記冷温蔵室（４）の庫内温度（Ｔ１）が、
第１の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）よりも低温である状態が数分間継続する第１の加熱条件と
、前記庫内温度センサ（４５）により検出された庫内温度（Ｔ１）が、第２の低温閾値（
Ｔｃ－Ｐ２）よりも低温である状態が数秒間継続する第２の加熱条件とが規定されており
、
　これら第１、第２のいずれか一方の加熱条件が満たされたときに、前記加熱構造（２６
）による前記冷温蔵室（４）に向けた暖気の送給制御が行われるようになっている、請求
項１記載のショーケース。
【請求項３】
　前記冷温蔵室（４）の設定温度（Ｔｃ）よりも高温に設定された第１の高温閾値（Ｔｃ
＋Ｐ３）と、該第１の高温閾値（Ｔｃ＋Ｐ３）よりもさらに高温に設定された第２の高温
閾値（Ｔｃ＋Ｐ４）の二種の高温閾値が規定されており、
　庫内温度センサ（４５）により検出された前記冷温蔵室（４）の庫内温度（Ｔ１）が、
第１の高温閾値（Ｔｃ＋Ｐ３）よりも高温である状態が数分間継続する第１の冷却条件と
、前記庫内温度センサ（４５）により検出された庫内温度（Ｔ１）が、第２の高温閾値（
Ｔｃ＋Ｐ４）よりも高温である状態が数秒間継続する第２の冷却条件とが規定されており
、
　これら第１、第２のいずれか一方の冷却条件が満たされたときに、前記強制送給構造（
２７）による前記冷温蔵室（４）に向けた冷気の送給制御が行われるようになっている、
請求項１又は２記載のショーケース。
【請求項４】
　前記加熱構造（２６）が、前記冷温蔵室（４）内の庫内空気を前記仕切壁（２）内に設
けられた加熱用のバイパス路（４２）に取り込むための第１の送風機（４３）と、該第１
の送風機（４３）により加熱用のバイパス路（４２）に取り込まれた庫内空気を加熱して
暖気とするヒータ（４４）とを含み、
　前記強制送給構造（２７）が、前記冷蔵室（３）内の冷気を前記仕切壁（２）内に設け
られた冷却用のバイパス路（５２）に取り込むための第２の送風機（５３）を含み、
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　前記温蔵モードが選択されると、前記ヒータ（４４）のオンオフ制御、および前記強制
送給構造（２７）を構成する前記第２の送風機（５３）のオンオフ制御とは無関係に、前
記第１の送風機（４３）が常態的にオン制御され、該第１の送風機（４３）による送風に
より前記冷温蔵室（４）の庫内空気が循環されるように構成されている、請求項１乃至３
のいずれかに記載のショーケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵室と、冷蔵モードと温蔵モードとの間で切換え運転可能な冷温蔵室の二
つの庫室を備えるショーケースに関する。本発明は、特に、駅ホームの小型の有人売店に
設置される飲食料品用のショーケースとして好適である。
【背景技術】
【０００２】
　本発明に係るショーケースは、冷蔵室と冷温蔵室とを仕切る仕切壁内に、冷温蔵室を冷
蔵モードと温蔵モードとの間で切換えるための操作機構を備えるが、同様の構成は特許文
献１に開示されており公知である。特許文献１に記載のショーケースでは、仕切壁の下方
に、冷温蔵室を冷蔵モードと温蔵モードとの間で切換えるための操作部としてのレバーが
前後方向に移動操作可能に構成されており、レバーを後方に移動操作すると、ダンパが開
操作されて冷蔵室側の冷風が冷温蔵室側に流入される冷蔵モードとなり、レバーを前方に
移動操作すると、ダンパが閉操作されて冷蔵室側の冷風の冷温蔵室への流入が阻止される
とともに、冷温蔵室に設置されたヒータがオンとなる温蔵モードとなるように構成されて
いる。
【０００３】
　仕切壁の内部には、レバー操作に応じてダンパを開閉操作するダンパ駆動機構と、冷温
蔵室のヒータのオンオフ動作を切換える運転モード切換スイッチとが設けられている。ダ
ンパ駆動機構は、レバーとダンパとを連結する計四本のダンパアームと、スイッチバーと
からなり、レバーの前後方向の移動操作に応じて、ダンパアームを介してダンパが開閉操
作されるとともに、スイッチレバーにより運転モード切換スイッチがオンオフ操作される
ようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１０２０２４号公報（図１、図６、図７）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載のショーケースによれば、ダンパの開閉操作と、ヒータのオンオフ操
作とを伴う冷温蔵室の運転モードの切換え操作を、レバーの移動操作だけで行うことがで
きるので、冷温蔵室の運転モードの切換えを簡易かつ確実に行うことができる。しかし、
特許文献１に記載のショーケースでは、温蔵モードにおいて冷温蔵室内を冷却することが
できず、その点に改良の余地がある。
【０００６】
　つまり、この種のショーケースにおける冷温蔵室の温蔵モードにおける庫内の温度制御
としては、単純にヒータのオンオフ動作を伴う加熱制御に限られず、冷温蔵室に対して冷
却制御が必要となる場合もある（例えば、冬季においてエアコンの暖気が冷温蔵室内に侵
入することで、不用意に庫内温度が上昇したような場合である）。しかしながら、特許文
献１に記載のショーケースでは、温蔵モードにおいて冷温蔵室に対する冷却制御を行うこ
とが想定されておらず、その点に改良の余地があった。
【０００７】
　尤も、上記のような温蔵モードにおける冷温蔵室の冷却制御は、冷蔵室と冷温蔵室のそ
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れぞれに個別の冷却器を設置するとともに、検出された冷温蔵室の庫内温度を設定温度と
比較しながら冷却器をオンオフ制御することで完全に解消できる。しかし、上記のような
構成を採った場合には、各室内に冷却器を設置する分だけ、ショーケースの製造コストが
大幅に上昇することが避けられず、さらにコンプレッサーから冷却器に至る冷媒の送給経
路が複雑化する点でもショーケースの製造コストが大幅に上昇することが避けられない。
【０００８】
　本発明の目的は、冷蔵室と冷蔵温室との間が仕切壁に仕切られており、該仕切壁に設け
られたモード選択レバーの切換え操作だけで、冷温蔵室を冷蔵モードと温蔵モードとに切
換えることができるショーケースにおいて、製造コストの大幅な上昇を招くことなく、冷
蔵モードのみならず、温蔵モードにおいても冷温蔵室内を冷却することができるようにす
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、冷蔵室３と、冷温蔵室４と、両室３・４を仕切る仕切壁２とを備え、該仕切
壁２に設けられたモード選択レバー３６を切換え操作することで、該冷温蔵室４を冷蔵モ
ードと温蔵モードとの間で切換えることができるショーケース１を対象とする。前記仕切
壁２に、前記冷蔵室３内の冷気を前記冷温蔵室４内に流入させる冷気用の開口２２と、該
冷気用の開口２２を開閉するダンパ２４と、前記モード選択レバー３６の操作を受けて該
ダンパ２４を開閉操作する開閉機構２５と、前記冷温蔵室４に向けて暖気を送るための加
熱構造２６と、前記冷蔵室３内の冷気を前記冷温蔵室４内に強制的に送給するための強制
送給構造２７とが設けられている。前記冷蔵モードが選択されると、前記ダンパ２４が開
操作されて、前記冷気用の開口２２を介して前記冷蔵室３内の冷気が前記冷温蔵室４内に
流入される。そして、前記温蔵モードが選択されると、閉操作された前記ダンパ２４によ
り前記冷気用の開口２２が閉じられた状態で、前記冷温蔵室４内が所定温度となるように
、前記加熱構造２６による該冷温蔵室４に向けた暖気の送給制御と、前記強制送給構造２
７による該冷温蔵室４に向けた冷気の送給制御とが行われるように構成されていることを
特徴とする。
【００１０】
　冷温蔵室４の設定温度（Ｔｃ）よりも低温に設定された第１の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）
と、第１の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）よりもさらに低温に設定された第２の低温閾値（Ｔｃ
－Ｐ２）の二種の低温閾値が規定されており、庫内温度センサ４５により検出された冷温
蔵室４の庫内温度（Ｔ１）が、第１の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）よりも低温である状態が数
分間継続する第１の加熱条件と、庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）
が、第２の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ２）よりも低温である状態が数秒間継続する第２の加熱条
件とが規定されており、これら第１、第２のいずれか一方の加熱条件が満たされたときに
、加熱構造２６による冷温蔵室４に向けた暖気の送給制御が行われるような構成を採るこ
とができる。
【００１１】
　冷温蔵室４の設定温度（Ｔｃ）よりも高温に設定された第１の高温閾値（Ｔｃ＋Ｐ３）
と、第１の高温閾値（Ｔｃ＋Ｐ３）よりもさらに高温に設定された第２の高温閾値（Ｔｃ
＋Ｐ４）の二種の高温閾値が規定されており、庫内温度センサ４５により検出された冷温
蔵室４の庫内温度（Ｔ１）が、第１の高温閾値（Ｔｃ＋Ｐ３）よりも高温である状態が数
分間継続する第１の冷却条件と、庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）
が、第２の高温閾値（Ｔｃ＋Ｐ４）よりも高温である状態が数秒間継続する第２の冷却条
件とが規定されており、これら第１、第２のいずれか一方の冷却条件が満たされたときに
、強制送給構造２７による前記冷温蔵室４に向けた冷気の送給制御が行われるような構成
を採ることができる。
【００１２】
　加熱構造２６が、冷温蔵室４内の庫内空気を仕切壁２内に設けられた加熱用のバイパス
路４２に取り込むための第１の送風機４３と、該第１の送風機４３により加熱用のバイパ
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ス路４２に取り込まれた庫内空気を加熱して暖気とするヒータ４４とを含み、強制送給構
造２７が、冷蔵室３内の冷気を仕切壁２内に設けられた冷却用のバイパス路５２に取り込
むための第２の送風機５３を含み、温蔵モードが選択されると、ヒータ４４のオンオフ制
御、および強制送給構造２７を構成する第２の送風機５３のオンオフ制御とは無関係に、
第１の送風機４３が常態的にオン制御され、該第１の送風機４３による送風により冷温蔵
室４の庫内空気が循環されるような構成を採ることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係るショーケース１においては、冷蔵室３と冷温蔵室４とを仕切る仕切壁２に
、冷温蔵室４に向けて暖気を送るための加熱構造２６と、冷蔵室３内の冷気を冷温蔵室４
に向けて強制的に送給するための強制送給構造２７とを設けて、温蔵モードが選択される
と、加熱構造２６により冷温蔵室４に暖気が送給され、或いは強制送給構造２７により冷
温蔵室４に冷気が送給されるようにした。以上のような構成からなるショーケース１によ
れば、温蔵モードが選択された状態で冷温蔵室４の庫内温度が所定の設定温度よりも低い
場合には、加熱構造２６により暖気を冷温蔵室４内に送給することで冷温蔵室４内を加熱
制御できることは勿論のこと、冷温蔵室４内の庫内温度が所定の設定温度よりも高い場合
には、強制送給構造２７により冷蔵室３内の冷気を送給することで冷温蔵室４内を冷却制
御することができる。
【００１４】
　以上のように本発明では、温蔵モードにおける冷却制御に、冷蔵室３内の冷気を利用し
て冷温蔵室４内を冷却する構造を採ったため、冷蔵室３と冷温蔵室４のそれぞれに冷却器
を設置する構成に比べて、冷温蔵室４の冷却構造が格段に簡素に済み、製造コストを抑え
て、温蔵モードにおける冷却能力を備えたショーケースをより安価に提供できる。また、
このような構成からなるショーケース１は、特に冷温蔵室４の室内温度が１５～２０℃の
範囲に設定される弁当用のショーケース１として好適であり、例えば冬季においてエアコ
ンで暖められた外部空気が冷温蔵室４内に侵入して、冷温蔵室４内の温度が上昇した場合
であっても、強制送給構造２７により、冷温蔵室４内に冷気を送り込んで冷却し、庫内お
よび収納物を最適温度に保つことができる。
【００１５】
　また、本発明によれば、仕切壁２に、モード選択レバー３６、ダンパ２４、開閉機構２
５のみならず、加熱構造２６と強制送給構造２７とを設けて、モードの切換構造の全てを
仕切壁２に集約配置したので、冷蔵室３、或いは冷温蔵室４のそれぞれに切換構造を設け
る場合に比べて、冷蔵室３および冷温蔵室４の収容スペースのロスを小さくして、より大
きな収容スペースを確保できる。
【００１６】
　庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）が、第１の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ
１）よりも低温である状態が数分間継続する第１の加熱条件と、前記庫内温度センサ４５
により検出された庫内温度（Ｔ１）が、第２の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ２）よりも低温である
状態が数秒間継続する第２の加熱条件とが規定されており、これら第１、第２のいずれか
一方の加熱条件が満たされたときに、加熱構造２６による冷温蔵室４に向けた暖気の送給
制御が行われるようにすることができる。このように二つの加熱条件に基づいて加熱制御
を行うようにしていると、例えば一つの閾値と庫内温度（Ｔ１）との比較に基づいて加熱
制御を行う形態に比べて、急激な温度変化に適切に対応しながら、より効率的な加熱制御
が可能となる。
【００１７】
　すなわち、一つの閾値と庫内温度（Ｔ１）との比較に基づいて加熱制御を行う形態では
、例えば庫内温度センサ４５に部分的に冷気が当たり、突発的に庫内温度センサ４５によ
る検出温度が閾値を下回ったような場合でも、冷温蔵室４の庫内全体の温度が低温になっ
ていると判断されて加熱制御が実行されることとなる。このため、一つの閾値と庫内温度
（Ｔ１）との比較に基づいて加熱制御を行う形態では、不必要な加熱制御が頻繁に行われ
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、結果としてショーケースの加熱効率や冷却効率が低下するおそれがある。
【００１８】
　これに対して本発明のように、庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）
が第１の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）よりも低温である状態が数分間継続する第１の加熱条件
、或いは庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）が、第２の低温閾値（Ｔ
ｃ－Ｐ２）よりも低温である状態が数秒間継続する第２の加熱条件により、加熱制御を行
うようにしていると、例えば、第１の加熱条件における低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）を設定温
度に近い温度に設定した場合であっても、その継続時間を「５分」などの長時間に設定す
ることで、上記のように頻繁に加熱制御が行われることを確実に防ぐことができる。また
、第２の加熱条件における低温閾値（Ｔｃ－Ｐ２）を設定温度よりも極端に低く設定して
おけば、その継続時間を「２秒」のように短時間に設定した場合であっても、上記のよう
に頻繁に加熱制御が行われることはない。さらに、上記のような第２の加熱条件を設定し
ておくことにより、冷温蔵室４の庫内に急激に大量の冷気が流れ込むような突発的な状況
に陥った場合にも、当該状況に適正に対応して加熱制御を行うことが可能となり、急激な
温度変化にも適切に対応できる。
【００１９】
　二つの冷却条件に基づいて冷却制御を行う場合においても、先の加熱制御と同様の作用
効果を得ることができる。すなわち、二つの冷却条件に基づいて冷却制御を行うようにし
ていると、例えば一つの閾値と庫内温度（Ｔ１）との比較に基づいて冷却制御を行う形態
に比べて、急激な温度変化に適切に対応しながら、より効率的な冷却制御が可能となる。
【００２０】
　温蔵モードが選択されると、加熱構造２６を構成する第１の送風機４３が常態的にオン
制御され、該送風機４３による送風により冷温蔵室４の庫内空気が循環されるような構成
を採ることができる。これによれば、温蔵モード時において、冷温蔵室４内を強制対流方
式で冷却或いは加熱することができるので、より効率的に冷温蔵室４内を冷却等すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係るショーケースを構成する仕切壁の横断平面図（図２のＡ－Ａ線断面
図）である。
【図２】本発明に係るショーケースの概略を示す縦断正面図である。
【図３】仕切壁の縦断正面図（図１のＢ－Ｂ線断面図）であり、加熱構造を示している。
【図４】仕切壁の縦断側面図である。
【図５】仕切壁の縦断正面図（図１のＣ－Ｃ線断面図）であり、強制送給構造を示してい
る。
【図６】ショーケースの縦断側面図である。
【図７】開閉機構を説明するための仕切壁の横断平面図であり、（ａ）は冷蔵モードであ
り、ダンパが開姿勢にあるときの状態を示しており、（ｂ）は温蔵モードであり、ダンパ
が閉姿勢にある状態を示している。
【図８】ショーケースの動作を説明するための図であり、（ａ）は冷蔵モードであり、ダ
ンパが開姿勢にあるときの状態を示しており、（ｂ）は温蔵モードであり、ダンパが閉姿
勢にあるときの状態を示している。
【図９】温蔵モードにおけるショーケースの動作を説明するためのフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１ないし図９に、本発明を駅ホームの有人販売所に設置されるショーケースに適用し
た実施例を示す。本実施例における前後、左右、上下とは、図１、図２、および図６に示
す交差矢印と、各矢印の近傍に表記した前後、左右、上下の表示に従う。図２に示すよう
に、ショーケース１は、縦長の断熱箱体を基体として、仕切壁２によって区画された下方
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側の冷蔵室３と、上方側の冷温蔵室４の二つの収納室を備える。図１および図６に示すよ
うに、冷蔵室３と冷温蔵室４のそれぞれの前後には開口部が設けられており、これら開口
部には引き違い開閉される引戸式のガラス扉５・５が装着されている。このように前後に
開口部を設けることで、各室３・４の前方から商品を販売するとともに、各室３・４の後
方から商品を補充することができる。各室３・４には、高さ位置を変更可能な商品陳列棚
６が設けられている。
【００２３】
　図２に示すように、冷蔵室３の下方には機械室７が配されており、機械室７内には、熱
交換して冷気を生成する冷却器９と、冷蔵室３内の空気を吸い込んで冷却器９を介して冷
蔵室３内に冷気を供給するための送風機１０とが設けられている。符号１１は、圧縮機１
２と凝縮器１３と凝縮器１３用の送風機１４とを備え、冷媒を機械室７内の冷却器９に送
る室外機を示す。
【００２４】
　図２および図８に示すように、冷蔵室３の左側面には、冷気用の下ダクト１５が設けら
れており、送風機１０により冷蔵室３の底壁に開設された吸込口１６から吸い込まれた冷
蔵室３内の庫内空気は、冷却器９により冷却されたのち、下ダクト１５に設けられた冷気
吹出口１７から冷蔵室３内に吹出される。また、後述する冷却モードが選択された場合に
は、冷温蔵室４の左側面に設けられて、下ダクト１５に連通する上ダクト１８を介して冷
温蔵室４にも冷気が送給される。符号１９は、上ダクト１８に設けられた吹出口を示して
おり、上ダクト１８に送給された冷気、および後述する加熱構造２６により生成された暖
気は吹出口１９から冷温蔵室４内に吹出される。
【００２５】
　図３、および図４に示すように仕切壁２は、冷蔵室３に臨む下方側の下板２０と、冷温
蔵室４に臨む上方側の上板２１と備える中空状に形成されており、その左右両端には冷蔵
室３内の冷気を冷温蔵室４内に流入させるための左右一対の開口（冷気用の開口）２２（
２２ａ・２２ｂ）が設けられている。仕切壁２の内部には、各開口２２ａ・２２ｂを開閉
する左右一対のダンパ２４（２４ａ・２４ｂ）と、モード選択レバー３６の操作を受けて
これらダンパ２４ａ・２４ｂを開閉操作するダンパ開閉機構（開閉機構）２５と、冷温蔵
室４に向けて暖気を送るための加熱構造２６と、冷蔵室３内の冷気を冷温蔵室４内に強制
的に送給するための強制送給構造２７とが設けられている。
【００２６】
　図３に示すように仕切壁２の内部は、下板２０と上板２１の間に配された隔壁２９によ
り、下室３０と上室３１の二室に区画されている。仕切壁２の左右端には、前後方向に長
く開口２２ａ・２２ｂが開設されており、下室３０の内部には、これら開口２２ａ・２２
ｂをそれぞれ開閉する前後方向に長いダンパ２４ａ・２４ｂと、これらダンパ２４ａ・２
４ｂを同時に開閉操作するダンパ開閉機構２５と、冷温蔵室４の運転モードを冷蔵モード
と温蔵モードとの間で変更するためのモード切換スイッチ３２とが配置されている。モー
ド切換スイッチ３２は磁気型近接センサで構成されており、マグネットの有無によりスイ
ッチの状態が切換わり、マグネットを近接させると出力がオンとなる。
【００２７】
　図３に示すように、左側のダンパ２４ａは、ダンパ開閉機構２５に連結された連結片６
０と、閉姿勢（図７（ｂ）、図８（ｂ））において開口２２ａを閉じる四角柱状のダンパ
本体６１と、ダンパ本体６１から上方に向かって伸びて、開姿勢（図７（ａ）、図８（ａ
））において後述の暖気送出口４１と冷気送出口５１とを閉じる上片６２と、開姿勢にお
いて下ダクト１５の最上端に位置する冷気吹出口１７（１７ａ）を閉じる下片６３とを備
える。右側のダンパ２４ｂは、上片６２の上下方向の長さ寸法が、左側のダンパ２４ａの
それよりも短い点を除いて、概ね左側のダンパ２４ａの形状と共通する。
【００２８】
　ダンパ開閉機構２５は、図１、図４、および図７（ａ）（ｂ）に示すように、仕切壁２
内の下室３０の中央に前後方向に移動可能に構成された移動体３３と、移動体３３とダン
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パ２４ａ・２４ｂとをそれぞれ連結する計４本のダンパアーム３４と、移動体３３から左
方向に片持ち状に伸びて、モード切換スイッチ３２をオンオフ操作する先端にマグネット
を備えたスイッチバー３５とからなる。移動体３３には、操作部としてのモード選択レバ
ー３６が連結されている。モード選択レバー３６は、仕切壁２の下板２０の左右方向中央
部で前後方向に長く穿設されたスリット３７から仕切壁２の外下方に突出しており、図７
（ａ）に示すようにスリット３７に沿ってモード選択レバー３６を後方向に移動させて、
冷温蔵室４を冷蔵モードとすると、ダンパ開閉機構２５を構成する移動体３３とダンパア
ーム３４とを介して両ダンパ２４ａ・２４ｂを開口２２ａ・２２ｂを開く開姿勢とするこ
とができる。また、図７（ｂ）に示すようにモード選択レバー３６を前方向に移動させて
、冷温蔵室を温蔵モードとすると、ダンパ２４ａ・２４ｂを開口２２ａ・２２ｂを閉じる
閉姿勢とすることができる。
【００２９】
　図４および図７において、符号３９は、前端位置、或いは後端位置に移動された移動体
３３を位置保持することを目的として下室３０内の前後二ケ所に配置されたマグネットか
らなるキャッチャーを示す。このようにキャッチャー３９・３９が設けられていると、モ
ード選択レバー３６の操作を受けて前端、或いは後端の位置に移動された移動体３３を吸
着保持することができるので、不用意に移動体３３が移動して、冷温蔵室４のモードが変
更されることを防ぐことができる。
【００３０】
　図３に示すように、仕切壁２の左側の開口２２ａは、上下のダクト１５・１８の連結部
に形成されており、左側のダンパ２４ａはこれら上下のダクト１５・１８の開閉要素とし
て機能する。具体的には、モード選択レバー３６を後方向へ移動させて、左側のダンパ２
４ａを開姿勢とすると（図７（ａ）参照）、開口２２ａを開くとともに上下のダクト１５
・１８を連通状態とすることで、下ダクト１５から上ダクト１８に向かって冷気を流して
、冷温蔵室４内に冷気を送給することができる（図８（ａ））。このとき、左側のダンパ
２４ａに同調して右側のダンパ２４ｂも開姿勢となることで、仕切壁２の右端に設けられ
た開口２２ｂを開いて、冷温蔵室４と冷蔵室３とを連通状態として、冷温蔵室４から冷蔵
室３へ空気を流入させることができる。
【００３１】
　レバー３６を前方向へ移動させて、左右のダンパ２４ａ・２４ｂを閉姿勢とした場合に
は、開口２２ａ・２２ｂを閉じることができる。従って、ダンパ２４ａ・２４ｂを閉姿勢
とした状態では、開口２２ａ・２２ｂを介して空気が流通することはない。
【００３２】
　図１、および図３に示すように、加熱構造２６は、仕切壁２の前方寄りに設けられてお
り、冷温蔵室４側に開口して該冷温蔵室４の庫内空気を取り入れる空気取入口４０と、冷
温蔵室４側に開口して該冷温蔵室４に向けて暖気を送り出す暖気送出口４１と、空気取入
口４０から取り入れられた空気を暖気送出口４１に導く加熱用のバイパス路４２と、加熱
用のバイパス路４２に設けられて、空気取入口４０を介して加熱用のバイパス路４２内に
庫内空気を取り込むための第１の送風機４３と、空気取入口４０から取り入れられた庫内
空気を加熱して暖気とするヒータ４４とで構成される。図３において符号４５は、空気取
入口４０から吸い込まれた庫内空気の温度（冷温蔵室４の庫内温度）を測定するための庫
内温度センサを、符号４６は、ヒータ４４による加熱後の暖気の温度を測定する暖気セン
サを示す。図８（ａ）（ｂ）において、符号４７は、機械室７内に配されて吸込口１６か
ら吸い込まれた庫内空気の温度（冷蔵室３の庫内温度）を測定するための庫内温度センサ
を示す。これらセンサ４５・４６・４７はサーミスタである。
【００３３】
　加熱用のバイパス路４２は上室３１と下室３０とを跨ぐように構成されている。具体的
には、図３に示すように、加熱用のバイパス路４２は、空気取入口４０を有する上室３１
側の第１室４２ａと、第１室４２ａに連通して下室３０側に形成された第２室４２ｂと、
第２室４２ｂに連通して上室３１側に形成された第３室４２ｃとで構成されている。第２
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室４２ｂと第３室４２ｃとの間に第１の送風機４３が配置され、第３室４２ｃにヒータ４
４が配置されている。以上より、第１の送風機４３により、仕切壁２の右端に設けられた
空気取入口４０から上室３１側の第１室４２ａ内に吸い込まれた空気は、下室３０側の第
２室４２ｂ内に送られたのち、再び上室３１側の第３室４２ｃに送られて、ヒータ４４に
より加熱されて暖気とされたのち、上室３１の左端に設けられた暖気送出口４１から冷温
蔵室４に吹出されるようになっている。暖気送出口４１は上ダクト１８の下端に連通して
おり、暖気は上ダクト１８を介して吹出口１９から冷温蔵室４内に吹出される。
【００３４】
　加熱用のバイパス路４２は、ダンパ開閉機構２５を避けるように形成されている。具体
的には、図７（ａ）（ｂ）に示すように、加熱用のバイパス路４２を構成する第２室４２
ｂは、右方側の前後のダンパアーム３４・３４の間に形成されており、ダンパ２４ａ・２
４ｂの開閉操作に伴うダンパアーム３４の前後方向の移動軌跡に干渉しないように構成さ
れている。また、第１の送風機４３は、そのファン軸が斜め上方を向く傾斜姿勢で第２室
４２ｂと第３室４２ｃとの間に配置されている。
【００３５】
　このように、仕切壁２の内部を上室３１と下室３０とに分割して、加熱用のバイパス路
４２を上下の室３１・３０に跨るように配置するとともに、第１の送風機４３を傾斜姿勢
で配置してあると、仕切壁２内のデッドスペースを少なくして、仕切壁２の小スペース化
、および薄肉化を図ることできる。これにより、ショーケース１において仕切壁２が占め
る割合を小さくして、ショーケース１の冷蔵室３或いは冷温蔵室４の収納スペースを大き
く取ることができる。
【００３６】
　図１、および図５に示すように、冷蔵室３内の冷気を冷温蔵室４内に強制的に送給する
ための強制送給構造２７は、仕切壁２の左後方に配置されており、冷蔵室３側に開口して
該冷蔵室３の庫内空気（冷気）を取り込む冷気取入口５０と、冷温蔵室４側に開口して冷
気を送り出す冷気送出口５１と、冷気取入口５０と冷気送出口５１との間に形成された冷
気用のバイパス路５２と、該冷気用のバイパス路５２に設けられた第２の送風機５３とで
構成される。冷気取入口５０は、下板２０に開設されており、該冷気取入口５０に臨むよ
うに第２の送風機５３が配置され、冷気用のバイパス路５２は、下室３０と上室３１とを
跨ぐように構成されている。冷気送出口５１は、上室３１側に設けられて、上ダクト１８
の下端に連通しており、冷気送出口５１から上ダクト１８に送られた冷気は、吹出口１９
から冷温蔵室４内に吹出される。図１に示すように、暖気送出口４１と冷気送出口５１と
は、上室３１の左側面に開設されている。
【００３７】
　強制送給構造２７は、ダンパ開閉機構２５を避けるように形成されている。具体的には
、図７（ａ）（ｂ）に示すように、冷気用のバイパス路５２は、左後方のダンパアーム３
４よりも後方側に配置されており、ダンパ２４ａ・２４ｂの開閉操作に伴うダンパアーム
３４の前後方向の移動軌跡に干渉しないようになっている。
【００３８】
　次に、以上のような構成からなるショーケース１の使用方法について説明する。まず、
冷温蔵室４を冷蔵モードで使用する場合は、冷蔵室３の後側のガラス扉５を開け、図４に
仮想線で示すように、仕切壁２から下方に突出するモード選択レバー３６を後方に引く。
これにより、図７（ａ）に示すように、ダンパ開閉機構２５を構成する移動体３３が後方
に移動し、これに伴いダンパアーム３４を介してダンパ２４ａ・２４ｂが左右方向内側に
移動し、開口２２ａ・２２ｂが開かれ、下ダクト１５を流れる冷気は、左側の開口２２ａ
を介して上ダクト１８に流入し、吹出口１９から冷温蔵室４内へ供給される。このとき、
右側の開口２２ｂを介して冷温蔵室４内の庫内空気が冷蔵室３に戻され、これによって、
冷気が冷蔵室３と冷温蔵室４とを循環し、冷蔵室３内の商品が冷蔵される。
【００３９】
　なお、図８（ａ）に示すように、ダンパ２４ａ・２４ｂが左右方向内側に移動された状
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態では、下ダクト１５の最上端に位置する冷気吹出口１７（１７ａ）が、左側のダンパ２
４ａを構成する下片６３により閉じられるため、より多くの冷気を上ダクト１８を介して
冷温蔵室４に向けて送ることができる。また、ダンパ２４ａ・２４ｂが左右方向内側に移
動された状態では、上ダクト１８に臨む暖気送出口４１と冷気送出口５１とが、左側のダ
ンパ２４ａを構成する上片６２により閉じられるため、上ダクト１８内に送られた冷気が
これら暖気送出口４１等に流れ込むことはなく、より多くの冷気を冷温蔵室４に送ること
ができる。
【００４０】
　以上のように、冷蔵モードでは、冷蔵室３と冷温蔵室４とは、ともに冷却器９から供給
される冷気によって冷却制御される。すなわち、冷蔵モードにおいては、冷蔵室３と冷温
蔵室４とは、一つの室のように、同一温度となるように冷却制御される。より具体的には
、機械室７内に設置された庫内温度センサ４７により測定された庫内空気温度（検出温度
）と、予め設定された設定温度の閾値とを比較し、庫内温度センサ４７による検出温度が
閾値内にあるように、冷却器９をオンオフ制御する。なお、図７（ａ）に示すように、冷
蔵モードにおいては、スイッチバー３５は、モード切換スイッチ３２から離間して、当該
スイッチ３２を切っており、従って、加熱構造２６を構成するヒータ４４等がオンとなる
ことはない。また、図７（ａ）に示すように、後方側に位置するキャッチャー３９により
移動体３３が保持されるため、不用意な移動体３３の変位は阻止される。
【００４１】
　冷温蔵室４を温蔵モードで使用する場合には、図４において実線で示すように、モード
選択レバー３６を前方に押す。これにより、ダンパ開閉機構２５を構成する移動体３３が
前方に移動し、これに伴いダンパアーム３４を介してダンパ２４ａ・２４ｂが左右方向外
側に移動し、開口２２ａ・２２ｂが閉じられる（図８（ｂ）参照）。以上より、開口２２
ａ・２２ｂを介した冷蔵室３から冷温蔵室４への冷気の流通が遮断される。また、モード
選択レバー３６の移動に伴い、スイッチバー３５の先端のマグネットがモード切換スイッ
チ３２に近接してこれをオンとし、加熱構造２６、強制送給構造２７などが稼働状態とな
る。
【００４２】
　図９のフローチャートに、温蔵モードにおけるショーケース１の制御動作を示す。まず
、先に述べたようなモード選択レバー３６の操作により、温蔵モードが選択されると（Ｓ
１でＹＥＳ）、加熱構造２６を構成する第１の送風機４３を起動し、冷温蔵室４の庫内空
気を強制的に循環させる（Ｓ２）。なお、この第１の送風機４３による冷温蔵室４に対す
る強制循環は、温蔵モードが終了するまで（Ｓ９でＮＯ、Ｓ１４でＮＯ）継続される（Ｓ
１５）。
【００４３】
　温蔵モードが選択されると（Ｓ１でＹＥＳ）、ショーケース１は庫内温度センサ４５に
より検出された庫内温度（Ｔ１）と、設定温度（Ｔｃ（例えば１８℃））とを比較し（Ｓ
３）、庫内温度（Ｔ１）が設定温度（Ｔｃ）以上である場合には（Ｓ３で≧）、さらに庫
内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）を、設定温度の上限値を規定するた
めの第１閾値（Ｔｃ＋ｄ１）と比較する（Ｓ４）。ここでのｄ１としては、例えば０．５
℃であり、第１閾値としては「１８．５℃」を挙げることができる。庫内温度（Ｔ１）が
第１閾値（Ｔｃ＋ｄ１）以上である場合には（Ｓ４でＹＥＳ）、庫内温度は高く、冷却制
御が必要であると判断して、強制送給構造２７を構成する第２の送風機５３を起動して、
冷蔵室３側の冷気を冷温蔵室４内に送り込む（Ｓ５）。一方、庫内温度（Ｔ１）が第１閾
値（Ｔｃ＋ｄ１）を下回る場合には（Ｓ４でＮＯ）、庫内温度は高くなく、冷却制御は不
要であると判断して、Ｓ３に戻る。
【００４４】
　強制送給構造２７による冷気の送給は、冷温蔵室４の庫内温度が所定温度まで下がるま
で続けられる。具体的には、庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）が、
第２閾値（Ｔｃ－ｄ２）以下となると（Ｓ６でＹＥＳ）、強制送給構造２７の第２の送風
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機５３の駆動を停止する（Ｓ７）。一方、庫内温度（Ｔ１）が第２閾値（Ｔｃ－ｄ２）を
上回る場合には（Ｓ６でＮＯ）、第２の送風機５３の駆動を継続する。ここでのｄ２とし
ては、例えば２℃を挙げることができ、第２閾値としては「１６℃」を挙げることができ
る。
【００４５】
　冷温蔵室４内が過冷却状態に陥った場合には、加熱構造２６による加熱制御を行う。具
体的には、庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）が第１の低温閾値（Ｔ
ｃ－Ｐ１）よりも低い状態が５分間続いた場合（第１の加熱条件）、或いは庫内温度（Ｔ
１）が、第２の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ２）よりも低い状態が２秒間続いた場合（第２の加熱
条件）には（Ｓ８でＹＥＳ）、温蔵モードが継続されていることを確認し（Ｓ９）、温蔵
モードが継続されている場合には（Ｓ９でＹＥＳ）、ヒータ４４に通電して（Ｓ１０）、
ヒータ４４により生成された暖気を冷温蔵室４に送り込む。ここでのＰ１としては、例え
ば２℃を挙げることができ、第１の低温閾値としては「１６℃」を挙げることができる。
また、Ｐ２としては、例えば「５℃」を挙げることができ、第２の低温閾値としては「１
３℃」を挙げることができる。すなわち、本実施例では、庫内温度センサ４５により捉え
られた庫内温度（Ｔ１）が１６℃以下である状態が５分間継続した場合、或いは庫内温度
（Ｔ１）が１３℃以下である状態が２秒間継続した場合には（Ｓ８でＹＥＳ）、ヒータ４
４に通電して加熱制御を行う（Ｓ１０）。一方、庫内温度（Ｔ１）が上述の第１の低温閾
値に基づく第１の加熱条件、或いは第２の低温閾値に基づく第２の加熱条件を満たさなか
った場合には（Ｓ８でＮＯ）、加熱制御は行われず、Ｓ３に戻る。
【００４６】
　以上のように、このショーケース１では、庫内温度センサ４５により捉えられた庫内温
度（Ｔ１）が設定温度（Ｔｃ）以上である場合（Ｓ３で≧）には、Ｓ４～Ｓ７に至る強制
送給構造２７による冷却制御を行う。尤も、庫内温度センサ４５により捉えられた庫内温
度（Ｔ１）が設定温度（Ｔｃ）以上である場合であっても（Ｓ３で≧）、それが第１閾値
（Ｔｃ＋ｄ１）を下回る場合には、冷却制御は行われない（Ｓ４でＮＯ）。同様に、庫内
温度センサ４５により捉えられた庫内温度（Ｔ１）が設定温度（Ｔｃ）よりも低い場合で
あっても（Ｓ３で＜）、当該庫内温度（Ｔ１）が第１の低温閾値に基づく第１の加熱条件
、或いは第２の低温閾値に基づく第２の加熱条件を満たさなかった場合には（Ｓ８でＮＯ
）、加熱制御は行われない。
【００４７】
　ヒータ４４に対する通電が始まると（Ｓ１０）、該ヒータ４４の下流側に配された暖気
センサ４６により、暖気の温度を測定し（Ｓ１１）、当該センサ４６による検出温度（Ｔ
２）が、第３閾値（Ｔｃ＋ｄ３）未満（Ｓ１１でＮＯ）ではヒータ４４に対する通電を継
続し、検出温度（Ｔ２）が第３閾値（Ｔｃ＋ｄ３）以上となると（Ｓ１１でＹＥＳ）、ヒ
ータ４４に対する通電を中止する（Ｓ１２）。ここでのｄ３としては、例えば５℃を挙げ
ることができ、第３閾値としては「２３℃」を挙げることができる。
【００４８】
　冷温蔵室４内が過昇温状態に陥った場合には、強制送給構造２７による冷却制御を行う
。具体的には、庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）が第１の高温閾値
（Ｔｃ＋Ｐ３）よりも高い状態が５分間続いた場合（第１の冷却条件）、或いは庫内温度
（Ｔ１）が、第２の高温閾値（Ｔｃ＋Ｐ４）よりも高い状態が２秒間続いた場合（第２の
冷却条件）には（Ｓ１３でＹＥＳ）、温蔵モードが継続されていることを確認し（Ｓ１４
）、温蔵モードが継続されている場合には（Ｓ１４でＹＥＳ）、Ｓ３に戻る。ここでのＰ
３としては、例えば２℃を挙げることができ、第１の高温閾値としては「２０℃」を挙げ
ることができる。また、Ｐ４としては、例えば５℃を挙げることができ、第２の高温閾値
としては「２３℃」を挙げることができる。すなわち、本実施例では、庫内温度センサ４
５により捉えられた庫内温度（Ｔ１）が２０℃以上である状態が５分間継続した場合、或
いは庫内温度（Ｔ１）が２３℃以上である状態が２秒間継続した場合には（Ｓ１３でＹＥ
Ｓ）、Ｓ３に戻って、強制送給構造２７の第２の送風機５３を起動させて冷気を冷温蔵室
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４に送り込む。一方、庫内温度（Ｔ１）が上述の第１の高温閾値に基づく第１の冷却条件
、或いは第２の高温閾値に基づく第２の冷却条件を満たさなかった場合には（Ｓ１３でＮ
Ｏ）、冷却制御は行われず、Ｓ１０に戻る。温蔵モードが終了している場合には（Ｓ１４
でＮＯ）、第１の送風機４３を停止して、冷却モードに戻る。
【００４９】
　以上のように本実施例に係るショーケースでは、冷蔵室３と冷温蔵室４とを仕切る仕切
壁２に、冷温蔵室４に向けて暖気を送るための加熱構造２６と、冷蔵室３内の冷気を冷温
蔵室４に向けて強制的に送給するための強制送給構造２７とを設けて、温蔵モードが選択
されると、加熱構造２６により冷温蔵室４に暖気が送給され、或いは強制送給構造２７に
より冷温蔵室４に冷気が送給されるようにしたので、温蔵モードが選択された状態で冷温
蔵室４の庫内温度が所定の設定温度よりも低い場合には、加熱構造２６により暖気を冷温
蔵室４内に送給することで冷温蔵室４内を加熱制御できることは勿論のこと、冷温蔵室４
内の庫内温度が所定の設定温度よりも高い場合には、強制送給構造２７により冷蔵室３内
の冷気を送給することで冷温蔵室４内を冷却制御することができる。
【００５０】
　このように、本実施例に係るショーケースでは、温蔵モードにおける冷却制御に、冷蔵
室３内の冷気を利用して冷温蔵室４内を冷却する構造を採ったため、冷蔵室３と冷温蔵室
４のそれぞれに冷却器を設置する構成に比べて、冷温蔵室４の冷却構造が格段に簡素に済
み、製造コストを抑えて、温蔵モードにおける冷却能力を備えたショーケースをより安価
に提供できる。また、このような構成からなるショーケース１は、特に冷温蔵室４の室内
温度が１５～２０℃の範囲に設定される弁当用のショーケース１として好適であり、例え
ば冬季においてエアコンで暖められた外部空気が冷温蔵室４内に侵入して、冷温蔵室４内
の温度が上昇した場合であっても、強制送給構造２７により、冷温蔵室４内に冷気を送り
込んで冷却し、庫内および収納物を最適温度に保つことができる。
【００５１】
　また、仕切壁２に、モード選択レバー３６、ダンパ２４、開閉機構２５のみならず、加
熱構造２６と強制送給構造２７とを設けて、モードの切換構造の全てを仕切壁２に集約配
置したので、冷蔵室３、或いは冷温蔵室４のそれぞれに切換構造を設ける場合に比べて、
冷蔵室３および冷温蔵室４の収容スペースのロスを小さくして、より大きな収容スペース
を確保できる。
【００５２】
　また、庫内温度センサ４５により検出された庫内温度（Ｔ１）が第１の低温閾値（Ｔｃ
－Ｐ１）よりも低温である状態が数分間継続する第１の加熱条件、或いは庫内温度センサ
４５により検出された庫内温度（Ｔ１）が、第２の低温閾値（Ｔｃ－Ｐ２）よりも低温で
ある状態が数秒間継続する第２の加熱条件により、加熱制御を行うようにしたので、第１
の加熱条件における低温閾値（Ｔｃ－Ｐ１）を設定温度に近い温度に設定した場合であっ
ても、その継続時間を「５分」などの長時間に設定することで、上記のように頻繁に加熱
制御が行われることを確実に防ぐことができる。また、第２の加熱条件における低温閾値
（Ｔｃ－Ｐ２）を設定温度よりも極端に低く設定しておけば、その継続時間を「２秒」の
ように短時間に設定した場合であっても、上記のように頻繁に加熱制御が行われることは
ない。さらに、上記のような第２の加熱条件を設定しておくことにより、冷温蔵室４の庫
内に急激に大量の冷気が流れ込むような突発的な状況に陥った場合にも、当該状況に適正
に対応して加熱制御を行うことが可能となり、急激な温度変化にも適切に対応できる。二
つの冷却条件に基づいて冷却制御を行う場合においても同様の作用効果を得ることができ
る。
【００５３】
　温蔵モードが選択されると、加熱構造２６を構成する第１の送風機４３が常態的にオン
制御され、該送風機４３による送風により冷温蔵室４の庫内空気が循環されるような構成
としたので、冷温蔵室４内を強制対流方式で冷却或いは加熱して、より効率的に冷温蔵室
４内を冷却等することができる。
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【００５４】
　本発明における高温閾値や低温閾値などの閾値温度は、上記の実施例に記載したものに
限られない。尤も、本発明における閾値温度は、収容対象物の種別に応じて、使用者が適
宜に変更できるように構成されていることが好ましい。ヒータ４４等の構成は、上記実施
例に示したものに限定されない。
【符号の説明】
【００５５】
１　ショーケース
２　仕切壁
３　冷蔵室
４　冷温蔵室
２２　開口
２４　ダンパ
２５　開閉機構（ダンパ開閉機構）
２６　加熱構造
２７　強制送給構造
３６　モード選択レバー
４２　加熱用のバイパス路
４３　第１の送風機
４４　ヒータ
４５　庫内温度センサ
５２　冷却用のバイパス路
５３　第２の送風機

【図１】 【図２】
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